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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

女性 にみる 社 会的 ネット ワ ークの 現状 と課 題 一中 国･四 国 の実 態調査 を中 心に ー（ 第二報 ）
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的 ・ 方 法　 第 一 報 に 同 じ 。 本 報 告 で は 、 居 住 地 域 （ 市 街 地・ 農 村 ・ 漁 村 ） 、 職 業 の 有

年 齢 層（25 ～34 才 、　3    5 ～44 才 、4    5 ～54 才 、5    5 才 以 上 ） の 違 い によ る

の ネ フ ト ワ ー ク の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 。

果　 地 域 別 に は 、 中 四 国 で は 市 街 地 と は い え 農 村 的 色 彩 も 強 く 、 比 較 的 近 い と こ ろ に

の 親 が 居 住 す る 者 も 少 な く な い 、 し か し 、 農 漁 村 と 比 較 す る と 、 市 街 地 は ネ ッ ト ワ ー

自 己 評 価 が 低 く 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 大 を 希 望 し て い る も の の 、 努 力 は 不 十 分 で あ る 。

村 と 比 べ 、 移s> が 多 く 既 存 の ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 の 少 な い 市 街 地 で は 、 今 後 努 力 を 実 際

え る 環 境 作 り が 必 要 で あ る 、 職 の 有 無 別 で は 、 有 職 者 は 無 職 者 に 比 べ 接 触 人 数 は 多 い

の 、 現 在 の ネ ッ ト ワ ー ク の 評 価 は 低 い 。 し か し 、 拡 大 努 力 は 不 十 分 で あ り 、 時 間 や 機

不 足 に 妨 げ ら れ て い る と 思 わ れ る 。 地 域 別 に は 市 街 地 居 住 者 、 楸 の 有 無 別 に は 有 職 者

共 機 関 に 不 満 を 持 つ 者 が 多 く 、 よ5  必 要 性 を 感 じ て い る も の と 思 わ れ る 。 年 齢 別 に は、

層 が 上 が る に つ れ 日 常 時 の リ ン ケ ー ジ 活 性 度 は 低 下 す る が 、 緊 急 時 の リ ン ケ ー ジ 活 性

増 加 し て い る 。 加 齢 に 伴 い 接 触 人 数 は 増 加 す る も の の 、 リ ン ケ ー ジ と し て は 親 族 が 中

あ る 。 若 年 層 で は 、 自 己 評 価 が 低 く 、 拡 大 希 望 は 高 い が 、 拡 大 努 力 に は 消 極 的 で あ る。

の と こ ろ 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 必 要 性 が 低 い た め と 思 わ れ る 。 若 年 層 は 今 後 、 家 族 の 形 成

供 の 成 長 に 伴 い ネ ッ ト ワ ー ク の 状 況 が 変 化 す る こ と が 予 想 さ れ る が 、 家 族 、 親 戚 の 縮

都 市 化 に よ る 近 隣 関 係 の 変 化 が ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 に 影 響 を 及 ぼ す と 思 わ れ る の で 、 加

と も に 積 極 的 な ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 活 動 を 推 進 し て い く 必 要 が あ ろ う 。
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目 的 ・ 方 法　 第 一 報 に 同じ 。 本 報 告 で は、 家 族 形 態（ 親 と の 同 別 居・ 配 偶 関 係・ 子 と の 同

別 居 ）、 住 居 の形 態 ぐ一 戸 建 て・ 集 合住) 、 居 住年 数(  i   0 年 未 満,     2   0 年 末 満、2    0

年以 上 ） の 違 い に よ る 女 性 の ネ ット ワ ー ク の 現 状 と課 題を 明 ら か に する 。

結 果　 家 族 形 態 別 の 日 常 時 リ ン ケ ージ は、 親 と 同 居・ 無 配 偶 者・ 子 のな い 場 合、 近 隣 と の

接 触 は 少 なく 、 職 場 関 係 や 幼 なじ み・ 同 窓生 な ど個 人 ネッ ト ワ ー ク が みら れ。 情 報 交 換 ・

土産 の 交 換 等 に よ る 活 性化 が は が ら れて い る 。 親と の 別 居 ・ 有 配偶 者 の 場 合 は、 親 族 及 び

近 隣 と の 接 触 に 積 極 性 が み ら れる 。 緊 急 時 のリ ン ケ ー ジは い ず れの 場合 も 家 族型 優 位 で、

家 族 形 態別 の 差は 認 め ら れな い 。 親と の 死 別 者 が ネッ ト ワ･-ｸ に 対 する 情 緒 的 満 足 感 が 最

も 高 く 、 拡 大 努力 も 積 極的 で あ る 。 子と 別居 の 場 合 は 、 地 域 の 助 け 合 い を 評 価 し 、 町 内 行

事 参 加 な ど の 拡 大 努力 も み ら れる 。 住居 の形 態・ 居 住 年 数 別 で は、 一戸 建 て ・ 長 期 居 住 者

は 親族 ・ 近 隣 と の 接 触 が多 く 、 緊 急 度 の 高 い 急 病 ・ 怪 我 、 災 害 で は 、 長 期 居 住 者 ほど 近 隣

リ ン ケ ー ジ の 活性 度 が 増加 し て いる 。 自己 評 価 も 高 く 拡大 努 力 も 積 極的 で 、 ネッ ト ワ ー ク

を育 ん で いる と 言え る。 集 合住 宅・ 短期 居住 者は ネッ ト ワ ーク 人 数 が少 な く 、 お 祝 い・ 香

典な ども 少な い が、 日 常 時 リ ン ケ ー ジで は 、 職 場 関 係 ・ 趣 味 社 会 活 動 関 係 の 活 性 化 が 見 ら

れ、 個 人リ ン ケ ー ジ の萌 芽 が認 め ら れる 。 し かし 、 緊 急 時 は 親族 に 頼り 、 緊 急 事 態 の 生じ

たこ と の な い人 も多 く。 ネ ット ワ ー ク拡 大 希望 度 は高 い が拡 大 努力 度は 低 い 。 家 族形 態 の

多 様化 、 集 合 住 宅 の 増 加、 高 齢化 社 会 の予 想 さ れる 今 日 、 短 期 居 住 者 に つ い て 家 族形 態・

住 居形 態 の多 様化 に 応じ た ネッ ト ワ ー ク形 成 研 究 が急 務と 考え ら れる 。
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